
建設省関係

第
七
節

国
営
公
爵
事
業

国
営
公
園
事
業
と
は、

国
の

そ
の
設
置
の
趣
旨
か
ら
刊
一

つ
の
都
府
県
を
こ
え
る
よ
う
な
広
域
の
見
地
か
ら
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園

る
営
造
物
公
園
と
し
て、

都
市
公
閣
の
う
ち
大
規
模
公
開
に
位
置
づ
け
ら
れ、

第二章

ま
た
は
緑
地
〈
イ
号
国
営
公
開）、

仲
間
家
的
な
記
念
事
業
と
し
て、

ま
た
は
わ
が
国
国
有
の
優
れ
た
文
化
的
資
産
の
保

存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
関
議
の
決
定
を
経
て
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
ま
た
は
緑
地
（
ロ

号
国
営
公

一
種
類
に
規
定
（
都
市
公
開
法
第
二
条
第

項）

さ
れ
て
お
れソ、
「
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園」

は、

四
国
地
方

閤）

の

の
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

あ
る。

計
画
地
の
概
要

に
対
応
す
る
た
め、

全
国
で

番
目
に
設
置
さ
れ
た
「
イ
号
国
営
公
園」

四
国
で
は
じ
め
て
計
画
さ
れ
た
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
は、

昭
和
五
十
一

公
園
制
度」

に
基
づ
き、

五
十
六
年
度
よ
り
四
園
地
区
大
規
模
公
園
整
備
計
画
の
調
査
（
候
補
地
抽
出）

が
進
め
ら
れ、

五
十
九
年
四
月
香
川
県
仲
多
度
郡
満
濃
町
が
事
業
採
択
さ
れ
た。

本
公
閣
計
画
地
は、

讃
岐
山
脈
の
山
麓
台
に
あ
た
る
丘
陵
地
で、

金
刀
比四
維
宮
の
南
東
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置

し、

高
松
市
よ
り
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、

徳
島
市
よ
り
約
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、

松
山
市
よ
り
約
一

O
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル、

高
知
市
よ
り
約
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り、

四
園
地
方
の
広
域
的
な
利
用
を
図
る
に
ふ
さ
わ
し
い
位

置
に
あ
る。

公
園
計
画
地
周
辺
に
は
満
濃
池、

琴
平、

善
通
寺
な
ど
の
歴
史
的
に
も
優
れ
た、

魅
力
的
な
観
光
地
が
数

多
く
あ
り、

広
域
的
な
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り、

地
方
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
レ

日
に
成
立
し
た

グ
ワ
エ
i
シ
ョ
ン
の
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る。

交通網関（将来〉

菌営まんのう公開

問問
閉閤
悌間
航則
自
動
家
滋

第七節

計画地の位蜜
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公
園
計
画
地
は
約
三
五
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
広
大
な
も
の
で
荷
讃
の
山
並
に
包
ま
れ
た
満
濃
池
と
周
囲
の
松
林
で
構
成

さ
れ
る
「
水
と
緑」

の
景
観
が
美
し
い
丘
陵
地
に
あ
り 、

標
高
は

二
一
五
1

ニ
七
七
メ
i
ト

ル
で 、

数
多
く
の
浸
食
谷

や
た
め
池
が
見
ら
れ
る
複
雑
な
地
影
で
あ
る 。

同
公
揺
は 、

大
宝
年
間
（
七
O
一

i
七
O
四〉

に
讃
岐
国
森
守
道
守
朝

一
）

空
海
に
よ
っ
て
修
築
さ
れ
そ
の
後
の
再
築
に
よ
り
日
本
最
大
の
た
め
池
と
い
わ

四
国
の
風
土
を
生
か
し、

技
術
革
新
や
情
報
北
の
進
む
現
代 、

と
も
す
れ
ば
失

建設省関係第二主主

弘
仁
ムド

r、、

ノl、

臣
の
創
築 、

れ
る
満
濃
池
の
周
辺
の
自
然
条
件
や

自
然

わ
れ
が
ち
な
自
然
・

宇
宙
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
い
を
育
く
む
も
の
と
な
る
よ
う 、

基
本
テ
ー

マ
を
「
人
間
と
の

整
備
の
状
況

の
ふ
れ
あ
い
」

と
し
て
造
成 、

整
備
が
進
め
ら
れ
た 。

公（2)
麗
計
画
地
は

約

五
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
広
大
で
あ
り 、

（
段
階）

に
わ
け
で
整
備
す
る
こ
と
と
し、

一
＼
一

J

ノ
I

寸

年
十
月

よ
り
速
く 、

整
備
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
区
域
を
定
め

て
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ

十
自
に
起
工
式
を
行
っ
て
以
来 、

第
一

ス
テ
i
ジ
に
取
り
く
み
平
成

の
開
菌
を
巨
擦
に
第
一

期
整
備
を
進
め
て
い
る 。

は 、

表
の
通
り
で
段
階
整
備
さ
れ
る
が 、

第
一

期
整
備
は
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
た

し
て

の
最
少
限
必
要
な
施
設
の
単
期
整
備
を
密
る
こ
と
と
し、

第

公
園
の
テ
i

マ

性
の
演
出
を
行
い 、

同
時
に
広
域
的
な
利
用
の
充
実 、

第
三
ス
テ
ー
ジ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
及
び
宿
泊
を
加
え
た
滞
在
型
の
利
用
を
考
え
て
い
る 。

ス
テ
i
ジ
で
は 、

(3) 

交
通
及
び
利
用
盟

第
四
ス
テ
i
ジ
で
は 、

誰
も
が
四
季
を
通
じ
て
多
目
的
な
活
動
が
可
能
な
公
園
を
計
闘
し
て
い
る 。

公
鴎
計
画
地
は
普
通
寺
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル 、

J
R
土
讃
線
琴
平
駅
よ
り

約
六
キ
ロ
メ
i
ト

ル

の
位
置
に
あ
り 、

四
国
縦
貫
・

横
断
道
や
鉄
道
線
の
利
用
に
よ
っ
て
日
婦
り
可
能
な
閤
域
は 、

四
国
地
方
の
ほ
ぼ
全
域

さ
ら
に
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
を
利
用
す
れ
ば 、

近
畿
麹
や
中
国
地
方
の
一

部
に
も
及
び 、

に
わ
た
り 、

一

つ
間
口

旨

第七節

警暴

設

70 

施

おいでな広場、 管潔事務所、 公
開なんで

も

情報センタ ー

のびのび原っば、 ちょびんζ・
むら、 あ

ひ

る池
安（

く

う｝の科学館
ふるさと工芸館、 未来の広滋
お

も

し

ろ

盟国館
さ

ぬ

き花の盟｛四季の村｝
アルペンスキー 場
期監宇のテラス、 せせら

ぎ

J:t.場
まんのう地展望台
みはらしの丘展望台
みはらしの丘スカイウェイ

儀整整 備対象箆主主

ゾ
辞
ン
の

場
湖
一
花

京
、
ゾ
き

失
ン

ツ
ぬ

台

中
一
一
さ
望

の

ゾ

ポ
び
庭

部
化
ス
及

炎
文
、
成
部

中
、
ン
完
一

国
ン
一
の
の

公
一

ゾ
＠
箆

aLE
 

段階｜整備蕊積

20 
（回）

北口方面施設の整機
｛スポ ー

ツ

ゾ ー ン<D東部
及び宿泊ゾ ー ン北部）

北口通り完
成

北口駐車場 i サ ー クル道
銘完成

キぐ谷
橋

成

の
り

造

じ
っ

地

み
ら

敷

も

ゆ

①

（
ら

ン

豊
ゆ
森
一

の
、
の

ゾ

花
関

験

ツ

き
の

体

一

ぬ

ら

代

ポ

さ

く

古

ス

村

村

y

ン

一

ピ

ポ

ケ

ス

や

療

す

鍵
ば
や
森

、

ろ

す
の

場

ひ

、

ぎ

広
び
ジ
ら

の
遊
ツ

す

滝
水
口

や

さ

ぬ

き花の盟の迫力自裳備、
完成

古代体験

の森

管理作業ヤ ー ド

そ
の
閤
域
の
人

東口i透り

宿泊ゾ ー ン
駐車場

与一・弓の豆、 花の広場
森のささやき観察鐙
’88 ;.tザエンテ ー リングコ ー ス
香りと

く

すりの総物園
にん

ぎ

やか子供村
オ ー トキャンプ場

東口方面施設の整備及び
スポ ー

ツ

ゾ ー ン

①

、 宿泊

ゾ

ー ンの完成

110 
(200) 

150 
(350) 

磁

w 

840 

し、

選喜繋鏡面積欄（｝：警は、 累計面積である。
841 
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建設省関係

口
は
約
六
二
O
万
人
が
見
込
ま
れ
て 、

利
用
客
を
年
間
二
O
O
万
人
を
想
定
し
て
い
る 。

842 

第二主主

四国の建設のあゆみ



農林水産省関係

第
問問
章

農
林
水
産
省
関
係

第
一

節

吉
野
川
北
岸
用
水
事
業

第四主主

吉
野
川
北
岸
用
水
の
歴
史
は
古
く 、

徳
島
県
の
主
要
物
産
と

し
て
開
北
一

帯
に
広
く
生
産
さ
れ
て
い
た
藍
が 、

明
治
ニ
十
年

ご
ろ
か
ら
輸
入
染
料
に
圧
倒
さ
れ
て
衰
退
し
た
の
に
代
わ
り 、

米
作
ま
た
は
養
蚕
の
振
興
を
鴎
る
た
め
吉
野
別
か
ら
の
取
水 、

導
水
が
計
画
さ
れ
た
が 、

い
の
に
比
べ

区
域
が
細

長
く
限
ら
れ
る
た
め
実
現
を
み
ず 、

倍
々
に
ポ
ン
プ
を
設
置

し
て
取
水
が
続
け
ら
れ
て
き
た 。

し
か
し 、

こ
れ
も
多
額
の
揚

水
費
を
必
要
と
す
る
た
め
大
正
四
年
に
「
北
麓
用
水
期
成
同
盟」

が
結
成
さ
れ 、

九
年
に
水
利
組
合
を
設
立
し

に
よ
り

工
事
測
量 、

設
計
を
行
っ
た
結
果 、

阿
波
・

板
野
・

名
西
の一一

郡
に
わ
た
る
田
熔
四
九
九
五
町
歩
（
四
九
五一
ニ
ヘ
ク
タ
i

ル
〉

の
か
ん
が
い
及
び
関
田
計
画
が
ま
と
ま
り 、

す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た 。

で
施
行

し
か
し
そ
の
後 、

組
合
内
部
に
計

の
農
林

画
に
対
す
る
不
一

致
が
生
じ

さ
ら
に
昭
和
ニ
ー

省制
約
か
ら 、

水
路
路
線
受
益
一込
域
が
大
幅
に
変
更
と
な
っ
た
た

め 、
五
年
に

の

を
み
な
い
ま
ま
中
止
さ
れ
た 。

こ
の
地
域
の
か
ん
が
い

七
九
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
対
象
と
し
た
阿

こ
れ
以
降 、

坂
野
の
二
郡
の
水
田

し
て
は
阿
波

波
用
水
一

期
事
業
（
昭
和
十
八
1

一

年
度〉 、

一
好
町
の

水
田一一

O
ヘ
ク
タ
ー

ル

を
対
象
と
し
た
昼
間
足
代
用
水
事

業
（
二
十
四
i一

一
十
八
年〉

阿
波
町
・

市
場
町
・

土
成
町
の
水

田
及
び
樹
園
地一一一
九
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
対
象
と
し
た
阿
波
舟
水

吉野川北岸用水事業

き
た 。

f『、

四
十

年
度〉

町
の
水
田
四

ロ水取水用岸トU柑

ど
の

施
設
及
び
導
水
施
設
の

タ
i

ル
を
対
象
と
し
た

（
四
十

一一
1

四
十
六
年
度〉

な

で
揚
水

新
設
改
修
が
行
わ
れ
て

第一節

／＼ 

896 
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最毒 物

吉野Jll::!t岸用水間
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農林水産省関係

宅翼 水田かんがい （裏 作〉 娘 強 か ん tit し、 極 姿 氷 室愛

医 勢五重葉耳
しろか 果 害警 焔 地 手ド

�綴 台、 台、

窒量 zlU 計額平 言十密室し 言語 穣 5十磁乎 面 談 言十溺平 間 断 im 1資 計額王子 間 断 00 章受
ん ん

tit tit 

J事
均主事佼 ろかき 均かん 均かん お 数 均かん g 数

L、 し、

潟水重量 主挙佼用 水深 水深 水深

氷室愛
員耳 期

水 回 路／臼 mm ha 関／臼 ha 露盤／日 日 ha 臨／混 s ha nf/sec irl/sec 

幹 線 〔緊f宇）
19.7 120 4,588 3.0 2,598 5.0 6 2,431 4.0 6 336 14,892 2,009 

水 路 郊 地
かんがい

こ
の
ほ
か
三
十
年
に
は
美
馬
町、

脇
町
の
水
田
一

七
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と

し
た
美
馬
北
岸
用
水
事
業
も
計
酪
さ
れ
た
が、

導
水
路
町
村
の
反
対
が
強
く
中
止
さ

898 

第四主主

吉野JI！北岸農業水利事業の用水量

れ
た。

こ
の
よ
う
に
吉
野
川
北
岸
地
域
で
は、

長
年
に
わ
た
っ
て
用
水
確
保
の
努
力
を
重

ね
て
き
た
が、

吉
野
川
沿
岸
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
部
分
の
地
域
が
告
然
取
水
で
き
ず、

支
出、

た
め
池
の
利
用
と
併
せ
て
補
給
水
と
L
て
吉
野
川
の
表
流
水、
伏
流
水
を
ポ
ン

プ
揚
水
し
て
い
た
が、

施
設
の
大
部
分
が
小
規
模
で、

維
持
管
理
費
が
極
め
て
大
き

く、

加
え
て
利
水
上
の
制
約
を
受
け、

用
水
の
安
定
確
保
と
水
利
費
の
軽
減
が
強
く

て
長」
た。

吉
野
川
総
合
開
発
構
想
の
進
展
に
伴
い、

農
林
省
（
農
水
省〉

八
年
度
よ

は

り
吉
野
川
水
系
広
域
農
業
開
発
基
本
調
査
と
し
て、

農
業
用
水
の
現
況
調
査
と
検
討

「
水
資
源
開
発
基
本
計

が
決
定
さ
れ
た
た
め、

池
出
ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
吉
野
川
北
岸
用
水
の
地
底
調

を
仔
っ
て
き
た
が

年
に
吉
野
川
水
系
に
お
け
る

査
を
四
十
四
年
度
か
ら
開
始、

五
年
四
月

四
十
六
年
十
月
に
は
吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
所

同
年
度
内
に
許
闘
を
と
り
ま
と
め、

か
ら
全
体
実
施
設
計
に
入
り、

を
開
設
し
て
着
工
体
制
を
整
え

し
た。

(2) 

域

し
て
池
田
町
に
計
画
さ
れ
た
池
田

こ
の
事
業
は
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
一

に
取
水
施
設
を
設
け
て、

か
ん
が
い
期
最
大

四
＠

八
立
方
メ
i

ダ
ム
の

ロ
メ
i
ト
ル
の
用
水
路
を
新
設
し
て
水
田
五
O

ル
の
か
ん
が
い
を
行
う
と
と
も
に、

あ
わ
せ
て

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
水
補
給
と
畑
地

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
造
成
を
行
う
も
の
で
あ
る。

こ
の
農
業
用
水
を
利
舟
し
て
水
田
で
は、

水
稲
生
産
の
安
定
化
と
裏
作
と
し
て
有
利
な
藤
菜
類、

鏑
料
作
物
の
計
画

的
な
拡
大
を
図
り、

畑
地
に
つ
い
て
も
商
品
性
の
高
い
作
物
を
安
定
し
て
導
入
し、

農
業
所
得
の
向
上
に
結
び
つ
け
て

水
田
経
営
の
安
定
と、

果
樹
・

議
菜
・

畜
産
部
門
の
拡
大
に
よ
り、

地
域
農
業
の
発
展
を
図
る
と
い
う
も
の
で、

四
十

九
年一一

年
度
に
完
成
の
予
定
で
あ
る。

に
は
取
水
工
を
完
成、

同

第
二
節

香
川
用
水
事
業

革

に
は
通
水
式
を
行
っ
て
い
る。

総
事
業
費
六

。
億
円
を
投
入
し
て
平
成
元

吉
野
別
総
合
開
発
計
画
の
一

環
と
し
て
の
香
川
用
水
計
闘
が
始
動
し
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
四
月、

四
国
四
県
の
吉

野
川
開
発
調
査
開
始
か
ら
で
あ
っ
た。

前
年
末
に
吉
野
川
地
底
（
約
六
八
0
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

を、

特
定
地
域

指
定
の
た
め
の
調
査
地
域
と
し
て
閣
議
了
解
を
得
て、
一
一
十
八
年
一

月
に
正
式
に
指
定
さ
れ、

間
年
四
月
か
ら
建
設
省

中
国
四
国
地
方
建
設
局
と
農
林
省
関
山
農
地
事
務
昂
が
同
時
に
吉
野
川
総
合
開
発
の
基
礎
調
査
を
開
始
し
た。

二
十
九

年
四
月
に
は
「
吉
野
川
総
合
開
発
促
進
協
議
会」

が
発
足
し、

総
合
開
発
計
画
五
案
の
調
整、

さ
ら
に
は
調
整
試
案
の

策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
が、

こ
の
こ
ろ
か
ら
吉
野
川
導
水
の
予
備
計
調
が
推
進
さ
れ
た
が、

肝
心
の
香
川
用
水
が
認

め
ら
れ
ず、

農
林
省
に
お
い
て
も一一一
十
年
以
降
は、

吉
野
川
水
系
調
査
な
ど
の
名
店
で
香
川
用
水
関
係
の
探
査
を
継
続

香川舟水事業第ニ節

し
て
い
た。
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農林水産省関係

香
川
県
で
は
四
十
年一

月 、

香
川
用
水
事
業
計
画
の
推
進
と
調
査
事
務
所
設
置
を
関
係
各
省
に
陳
構
す
る
と
と
も
に 、

側

当
時
の
農
林
部
土
地
改
良
課
に
香
川川
用
水
認
を
新
設
し 、

そ
の
年
の
暮
れ
に
農
林
省
へ
「
大
規
模
調
査
地
一拡」

と
し
て

四
十一

年
度
に
採
択
す
る
よ
う
棟
博
し
た 。
一

般
の
罷
営
事
業
の
調
査
地
区
の
採
択
は 、
一

年
も
前
か
ら
大
体
の
頗
序

を
樹
て
て
い
る
の
で 、

か
な
り

強
引
な
採
択
陳
清
で
あ
っ
た 。

と
い
う
の
も 、

こ
の
時
期 、

平
明
濡
・

池
田
ダ
ム
と
も

四
十
五
年
度
完
成
と
い
う
計
画
で
あ
り 、

香
川
用
水
計
画
を
早
急
に
立
案
し
な
い
と 、

予
定
通
り
ダ
ム
が
完
成
し
た
場

合 、

香
川
県
へ
の
導
水
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た 。

農
林
省
は
四
十一

年
四
月 、

香
川
用
水
計
画
を
国
営
土
地
改
良
事
業
調
査
地
区
と
し
て
採
択
し 、

事
業
計
爵
の
取
り

ま
と
め
を
開
始
し
た 。

同
年
六
月 、

香
川
県
で
も
「
香
川
用
水
事
業
建
設
期
成
会」

を
結
成
し 、

間黙
と
一

体
と
な
っ
て

第四章

事
業
が
水
資
源
開
発
公
鴎
に
移
管
さ
れ
た 。

農
林
省
は

香
川川
用
水
計
画
の
全
体
実
施
設
計
に
着
手
し 、

大

川
東
部一一一
町
（
大
内
・

自
鳥
・

引
田〉

を
香
川
用
水
計
画
地
域
に
追
加
編
入
す
る
な
ど
の
変
更
を
行
い
な
が
ら 、

四
十

ニ
年
九
月
に
全
体
の
実
施
設
計
を
完
了
し
た 。

香川用水事業

巧／知香
川
用
水
計
画
は 、

吉
野
川
水
系
の
水
資
源
利
用
の
高
度
化
合｝
目
指
す
吉
野
川
総
合
開
発
計
麗
の
一

環
と
し
て 、

野
川
の
水
を
香
川
県
に
導
入
し 、

本
県
の
用
水
不
足
を
全
面
的
に
解
消
し
て 、

産
業
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に 、

活
環
境
の
整
備
を
翻
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
た
め
に
吉
野
川
上
流
（
高
知
県
長
関
郡
本
山
町）

に
建
設
さ
れ
た
平
明
浦

ダ
ム
に
よ
っ
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
水
量
年
間
八
億
六一一一
O
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル
（
香
川
県
に
配
分
さ
れ
る
年
間
水

量）

を 、

徳
島
県
三
好
郡
池
田
町
に
建
設
さ
れ
た
池
田
ダ
ム
に
取
水
施
設
を
設
け
香
川
県
内
に
導
水
し
て 、

別
途
に
国

が
行
っ
た
香
川
用
水
農
業
水
利
事
業
と
桔
ま
っ
て
讃
岐
平
野
の
農
地
に
対
し
必
要
な
か
ん
が
い
用
水
の
捕
給
を
行
う
と

と
も
に 、

香
川
県
の
水
道
用
水
及
び
工
業
用
水
の
供
給
を
行
う
た
め
の
共
用
水
路
〈
最
大
通
水
量
一
五
・

八
立
方
メ
ー

ト
ル
／
秒） 、

延
長
田
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
建
設
し
た 。

取
水
量
は
農
業
用
水
と
し
て
最
大
一
一
＠

一一一
立
方
メ
ー
ト

ル
／
秒 、

工
業
舟
水
一
・

一
ニ
立
方
メ
ー
ト

ル
／
秒 、

水
道

用
水一
で

二一
立
方
メ
i
ト

ル
／
秒
で 、

年
間
二
億
四
七
O
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
取
水
す
る
が 、

取
水
量
は
農
業
用

水
と
し
て
年
間一

億
五
O
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル 、
（
か
ん
が
い
期
平
均
一
二
・

五
立
方
メ
ー
ト

ル
／
秒 、

非
か
ん
が
い

期
平
均
五
・

五
立
方
メ
i
ト

ル
／
秒〉

を
敦
水
し 、
一一一
万
七
O
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
・

畑
地
に
か
ん
が
い
を
行
う
も

の
で
あ
る 。

ま
た
上
水
道
用
水
六一一一
O
O
万
立
方
メ
i
ト

ル 、

工
業
用
水
七
九
O
O
万
立
方
メ
i
ト

ル
の
合
計
二
億
七

0
0
万
立
万
メ
ー
ト

ル
で
あ
る 。

そ
の
供
給
計
画
は 、

上
水
道
用
水
は

模

要

第ニ鮪

六
町
を
対
象
に

ま
た
工
業
用
水
は
工
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農林水産省関係第四章

業
開
発一一一
地
区
に
供
給
す
る
も
の
で
あ
る 。

と
く
に
上

に
つ
い
て
は
広
域
的
な
用
水
供
給
事
業
を
行
う
も
の
と

902 

し
て
建
設
さ
れ
た 。

道
用
水
の
需
要
最
が
増
大
し
た
た
め

四
十
九
年
度
に
香
川
用
水
が
完
成
後 、

の
変
化 、

生
活
文
化
の
向
上
な
ど
に
伴
い 、

水

こ
の
不
足
水
量
を
播
う
た
め
工
業
用
水
の
需
要
計
画
の
見
寵
し
が
行
わ
れ

五

十
八
年
に
そ
の
一

部
（

メ
ー
ト

ル
／
秒〉

が
水
道
用
水
に
転
用
さ
れ
て
い
る 。

第
三
節

川

沿

道
後
平
野
の
主
水
源
は

で
あ
る
が 、

大
雨
時
に
は
一

時
出
水
に
よ
り

河
川
が
氾
濫
し
て
大
き

な
被
害
を
起
こ
し 、

平
常
時
は
沖
讃
層
の
た
め
伏
流
し 、

河
川
に
は
ほ
と
ん
ど
表
流
水
を
見
な
い

。

年
間
蜂
水
量
が
少

な
く 、

た
び
た
び
干
害
を
受
け
た
た
め 、

道
後
平
野
で
は
た
め
池
や
湧
水
池
を
築
造
し 、

明
治
以
降
は
揚
水
機
に
よ
る

地
下
水
利
用
を
留
る
な
ど
用
水
確
保
に
つ
と
め
て
い
た
が 、
干
害
を
解
消
す
る
に
は
主
ら
な
か
っ
た 。
と
く
に
昭
和
九
年

と
十
四
年
の
大
干
ば
つ
に
よ
り

抜
本
的
な
対
策
へ
の
気
運
が
高
ま
り 、

昭
和
十
五
年
に
関
係
町
村
に
よ
る
「
道
後
平
野

干
害
絶
滅
期
成
同
盟
会」

が
結
成
さ
れ 、

笠
年
に
は
さ
ら
に
地
域
を
広
げ
て
「
道
後
平
野
水
利
調
整
促
進
問
盟
会」

に

発
展
し
た 。

間
盟
会
の
要
望
を
受
け
て
農
林
省
な
ら
び
に
果
は
石
手
川
水
系
の
調
査
を
進
め
て
い
た
が 、

十
六
年
十
二

道
前
。

道
後
平
野
農
業
水
利
事
業

丹
に
勃
発
し
た
太
平
洋
戦
争
の
た
め
中
断
さ
れ
た 。

終
戦
を
迎
え 、

焦
土
と
化
し
た
国
土
の
復
興
に
あ
た
っ
て 、

ま
ず
食
糧
増
産
対
策
に
取
り

組
み 、
「
緊
急
開
拓
実
施
要

綱」

が
制
定
さ
れ 、

土
地
改
良
な
ど
を
主
と
す
る
事
業
が
推
進
さ
れ
た 。

経
済
界
は
産
業
興
隆
の
た
め
の
電
力
確
保
を

関
り 、

電
源
開
発
計
画
が
樹
た
て
ら
れ 、

愛
媛
県
に
お
い
て
も
回
関
電
力
総
を
中
心
に
電
力
復
興
会
議
が
発
足
し
た 。

そ
こ
で
仁
淀
刑
支
川
久
万
川
に
よ
る
水
資
源
開
発 、
が
計
画
さ
れ 、

ま
た
愛
媛
県
で
ご

石
手
川
の
洪
水
調
節 、

二
十
六
年 、

県
耕
地
課
は 、

仁
淀
川
支
出
割
石
川川
に
ダ
ム
築
造
に
よ
る
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
計
画
調
査
を
行

い 、

農
林
省
の
直
轄
調
査
地
一区
に
申
請
し
た 。

道
前
平
野
は
中
山
川
沿
岸
に
ひ
ら
け
た
沖
積
地
で 、

肥
沃
な
穀
倉
地
で
あ
る
が 、

洪
水
時
に
は
花山
岡山
石
特
有
の
侵
食

ま
た
干
ば
つ
時
に
は
水
不
足
か
ら
水
利
紛
争
が
た
え
な
か
っ
た 。

昭
和
二

来
の
水
利
慣
行
が
改
め
ら
れ 、

中
山
別
沿
岸
水

十
八
年
か
ら
「
中
山
川
沿
岸
農
業
水
利
事
業」

と
土
砂
の
流
失
に
よ
り
災
害
を
繰
り

返
し 、

十
五
年
の
キ
ジ
ヤ
台
風
に
よ
る
被
害
は
激
甚
で 、

災
害
復
旧
の
た
め

利
協
定
書
が
関
係
町
村
の
間
で
締
結
さ
れ
た 。

こ
の
協
定
に
基
づ
き

が
着
工
さ
れ
た 。

さ
ら
に
水
源
開
発
を
図
る
た
め
中
山
川
上
流
に
桜
樹
ダ
ム

を
建
設
し 、

沿
岸一一一
八
O
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
業
用
水
を
供
給
す
る
計
画
を
樹
て 、

十九

O
O
万
立
方
メ
i
ト

ル
）

一
十
六
年
に
農
林
省
に
調
査
を
要

道前・道後平野農業水利事業

議
し
た 。

一
十
七
年
震
の
藍
轄
調
査
地

両
平
野
の
関
係
者
か
ら
要
請
を
受
け
た
農
林
省
は 、

区
に
採
択
し
「
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業
計
画
比
較
案」

を
作
成
し 、

各

碑

案
を
検
討
の
結
果 、

道
前
平
野
と
道
後
平
野
を
統
合
し 、

仁
淀
川
水
系
面
河
川
を
水

間

源
と
し
た
農
業
用
水 、

発
電 、

上
水
道
用
水
を
確
保
す
る
案
を
最
適
と
し 、

県 、

関

目

係
者
に
留
り 、

計
画
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。

前進

(2) 

機

要
の
計
湿
地
は 、

愛
媛
県
の
東
北
部
に
位
置
し 、

高
縄
山
振
の
東
部
中
山
川

沿
岸
を
越
灘
に
向
か
っ
て一
扇
状
に
展
開
す
る
道
前
平
野
（
西
条
市
ほ
か
四
カ
村 、

四

第三鮪

四
一

六
e

七
ヘ
ク
タ
ー

ル
）

と 、

呂
田
山
地
と
高
縄
山
脈
と
の
問 、

章
一倍
加
及
び
そ
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農林水産省関係第田章

l . 中山JI!取水 堰

集 水 面 積 85.38 knI 型

堤 高 10.39 m 堤

堤 体 積 3.547 rrf 取

2 . 左岸幹線用水路（中山JII堰～大明神JII)

L=l2,593.13 m C内礎道 5,823.81m) 

通 水 量 5.3662rrf/ sec～0. 8254rrf/sec 

3 . お岸幹線用水路（在右分水点 ～大谷地〉

L = 9, 969. 68 m C内総道 6,015.49m) 

通 水 量 l.6855rrf/sec～0.8362:rrf/s芭 C

4 . 連絡水路

Lヱコ4,056.82 m （幹線水路延長に含む〉

通 水 量 2.7048rrf/sec～0.1407:rrf/sec 

総 延 長 39,364.75 m 

I . 道路幹線用水路〈共間〉

L=152 m 

北部幹線用水路（共同〉

〈蔚北分水点 ～工業用水分氷点〉 通 水

L=l2,557.46 m （内腿道 7,852. 62m) 

3 . 北部幹線用水路（農導〉

（工業分水点～調整地〉

L =3,531.12m （内腿道

横谷調整地（農専〉

流域面積 4.2 knI 型式中心コア ー 式ロックフィルダム 堤 高 31m 

堤 長 74.0m 堤 体 積 83.028rrf 有効貯水量454,000rrl'

5 . 南部幹綾用水路（南北分水工～大谷抱， 通谷～赤援）

L=23, 124.17 m 〈内陵道 12,940.90 m) 

通 水 量 l. 6305rrf/ sec～0.7453/sec C大谷池まで）

" 2.4789rrf/sec～2.2283/sec （通谷池以降〉

6 . 通谷池嵩上げ

嵩 上 高 8.60m 

盛 土 量 51.166 rrl' 

農業水利施設

地

4 
区

施

内

設

904 

22.10 m 

完全溢流国定壊

33.50 m 

5. 3662rrf/sec 

3. 7953rrf/sec 

～2.2848:rrf/sec 

0. 9929rrf/sec 

宣一同堤75.0m 

600,000 rrf 

堤 長

増加貯水量

道前・道後平野農業水利事業第5節

4. 74rrf/sec 

式

長

水

水

水

通

通

3,028.28m〕

2 

道

前

一平

野

地

一民

内

施

設

道

後

平

野

区 分 市町村名 水 田 畑 地 計

JI I内 町 471. 9 23.0 494.9 

道 重 信 町 882.0 135.2 1,017.2 

久 谷 村 527.2 48.0 575.2 

後

松 山 市 3,667.8 220.7 3,888.5 

平 砥 部 町 156.7 110.5 267.2 

松 前 町 1,296.0 1,297.0 

野

伊 予 市 1,086.8 155.0 1,241.8 

計 8,089.4 692.4 8,781.8 

丹 原 町 1,134.4 324.8 1. 459. 2 

ヨ三生JII町 1,640.0 142.7 L 782. 7 

芳 町 2.2 2.2 

小 松 田了 601.6 164.0 765.6 

西 条 市 316.0 91.0 407.0 

3十 3,694.2 722.5 4,416.7 

合 計 IL 783. 6 1,414.9 13,198.5 

受益面積
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の
右
支
川
石
手
川
沿
岸
を
伊
予
灘
に
向
か
っ
て
環
状
に
ひ
ら
け
た
道
後
平
野
（
松
山
市
ほ
か
一

市
西
町
一

カ
村 、

八
七

八
一
・

七
ヘ
ク
タ
ー

ル
〉

を
あ
わ
せ
た
一

万一一一
一

九
八
・

五
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る 。

こ
の
地
域
は
四
国
地
方
で
は
寡
雨

地
帯
に
麗
し 、

そ
の
う
え
用
水
源
と
な
る
流
域
は
道
前
平
野
一

九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル 、

道
後
平
野
田
二
二
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で 、

耕
地
面
積
に
比
し
て
極
め
て
少
な
く 、

年
々
用
水
不
足
に
悩
ん
で
お
り 、

地
反一
内
に
お
け
る
補
給
水

の
開
発
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
限
界
に
達
す
る
状
況
で
あ
っ
た 。

ま
た
一

方 、

道
前
・

道
後
平
野
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
は
工
業

地
帯
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り 、

水
利
用
は
ま
す
ま
す
必
要
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た 。

本
事
業
は 、

こ
の
よ
う
な
現
況
を
ふ
ま
え 、

比
較
的
多
爵
地
帯
に
属
す
る
仁
淀
川
水
系
面
河
川
上
流
部
の
愛
媛
県
上

ii

浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
地
内
（
仁
淀
川
水
系
面

河
川
支
流
割
石
川〉

に
蕗
河
ダ
ム
（
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム 、

堤
高
七

農林水産省関係第四章
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蕗持ダム

の

五
メ
i

ト
ル 、

堤
長

五
九
メ
ー
ト

ル
〉

を
築
造
し

紅

て 、

有
効
貯
水
量一
一
六
八
O
万
立
方
メ
i
ト

分一件

ル
の
貯
水
池
を
設
け
て
用
水
源
を
確
保
し 、

佐

用
水
不
足
地
の
道
前
道
後
平
野
に
引
水
し
て 、

地湖

南
平
野
の
耕
地

二

九
人
・

五
ヘ
ク

タ
ー

ル
の
か
ん
が
い
舟
水
の
補
給
（
道
前
平

野
最
大
分
水
量一

九
立
方
メ
ー
ト

ル
／
秒 、

道
後
平
野
田
e

七
立
方
メ
i
ト

ル
／
秒〉

を

行
い 、

の

い 、

ま
た
松
山
市
及
び
松
前
町
の
工
業
地
帯

の
確
立
を
図
る
も
の
で 、

愛
媛
県
営
発
電
事
業 、

愛
媛
県
営
工
業

り
特
定
土
地
改
良
工
事
特
別
会
計
で
実
施

用
水
事
業
と
の

に
対
す
る
工
業
舟
水
を
確
保
し
て
生
産
発
震
の

さ
れ 、

四
十
二
年
度
に
完
成
し
た 。

第
四
節

し
て
昭
和
三
十

:1, 
Jロ

南
予
用
水
農
業
水
利
事
業

昭
和
四
十

の
大
干
ば
つ
は
ミ
カ
ン
農
家
に
大
打
撃
を
も
た
ら
し
た 。

は 、

前
年
比
の
約
五

O
%
に
も
落
ち
込
み 、

製
品
率
は
皆
無
に
近
い
惨
状
で
あ
っ
た 。

断
水
が
相
次 、
ぎ 、

遠
く
西
条
市
か
ら
も
給
水
し
た
が 、

ミ
カ
ン
の
木
は
つ
ぎ
つ 、
ぎ
と
枯
死
し 、

さ
ら

な
状
況
を
呈
し
て
い
た 。

ミ
カ
ン
の

の
発
生
が
追
い
打
ち
を
か
け 、

自
殺
者
が
出
る
な
ど
極
め
て
悲
惨

八
幡
浜
市
土
地
改
良
区
理
事
長
の
谷
本
広
一

郎
氏
は 、

小
説
「
命
枯
れ
る

一

本
一

本
が
家
族
な
の
だ 。

み
か
ん
が
枯
れ
る
こ
と
は 、

家
族
が
枯
れ
る
こ
と
で
あ
る
』

と
切
々
た
る
思
い
を
吐
露
し

て
い
る 。

こ
の
立
ち
枯
れ
に
よ
っ
て

で

か
ん
作
り
は 、

み
か
ん
の

出
復
す
る
ま
で
に
は

い
年
月
を
要
し
た 。

被
害
額
二
五
五
億
円
に
の
ぼ
っ
た
こ
の
大
干
ば
つ
を
機
に 、

愛
媛
県
は
四
十
五
年
に
南
予
水
源
開
発
計
器
を
策
定
し 、

四
十
六
年
に
は
宇
和
島 、

八
幡
浜
な
ど
二
市
七
町
が
「
南
予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会」

を
結
成
し
た 。

四
十
人

第時節

「
南
予
水
道
企
業
団」

が
発
足
し 、

準
備
体
制
を
整
え
て
い
っ
た 。

国
レ
ベ
ル
で
は
四
十
八
年
に
建
設
省
が
野
村
ダ
ム
の
工
事
事
務
所
を
開
設
し 、

農
水
雀
は
翌
年 、

八
幡
浜
市
に
農
業

五
十
年
に
は
受
益
農
家
を
代
表
す
る
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
結
成
さ
れ
た 。

官
民

水
利
事
業
所
を
設
置
し
た 。
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農林水産省関係

地 日 面 積 耕地の利用率 全体の利用率
Ch a) （%〕 〔%〕

部 839 8.0 1.8 

耕 果 樹 菌 8,676 83.4 18.8 

畑 そ の 他 887 8.6 1.9 

地 計 9,563 92.0 20. 7 

計 10,402 100.0 22.5 

山 林 そ の 飽 35,737 77.5 

よ口』 言十 46,139 100.0 

市町村受益面積

市 lllJ 名 麗 積 (ha) 
－
ョ
�ー， 和 島 子苦 460 

出 町 1,696 
ロ

ツ 明 浜 町 316 
ク 計 2,472 

／＼ 轄 浜 市 1,165 

ノ幡
浜フ
、

保 内 町 447 

伊 方 町 532 

瀬 戸 lllJ 250 
ロ

時 町 400 ツ 一

ク 瓶 関I 407 

計 3,201 

計 5,673 

国営用水銘

ヱ種
通 水 91!; 長 トンネル サイホン パイプライン その組

名称
導 水 路 3,990 (rd/ s) 6,403m 6,348m -m 一“口1 55m 

北幹線水路 3,349～ 0.120 75,879 37,769 2,148 35,542 420 

南幹線水路 0.577～ 0.065 31,666 1,748 29,918 

支線水路 0.543～ 0.062 65,443 ,443 

メ口入 計 179,391 45,865 2,148 ,903 475 

908 

第四章

土地利用状況

んアも
に
「
も
う
二
度
と
あ
の
棒
状
を
繰
り

返
す
な」

と
い
う
熱
い
悲
願、
の
こ
も
っ
た
態
勢
の
も
と
に 、

調
予
用
水
事
業

は
四
十
九
年
か
ら
着
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。

八
幡
浜
市
を
中
心
と
し
た
ニ
市
七
町
の
沿
岸
部
樹
閤
地
の
用
水
を
確
保
し 、

農
業
生
産
基
盤
の

農
業
経
営
の
合
理
化
と
安
定
を
図
る
こ
と
を
自
的
に
計
繭
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
〈
表
参
照）

こ
の
地
区
は
耕
地
の
八一一一
%
に
及
ぶ
約
七
O
O
ヘ
ク
タ
i

ル
が
果
樹
園
で
あ
り 、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
柑
檎
類 、
が
占
め

に
対
し
最
大

宇（2)
和

議

要

て
お
り 、

当
計
画
で
は

こ
の
う
ち
五
六
七
三
ヘ
ク
タ
ー

ル

表

関
係
農
家
約
九
五
O
O一
戸）

五
。

二
立
万
メ
ー
ト

ル
／
秒
の
取
水
を
野
村
ダ
ム
か
ら
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
取
水
す
る
も
の
で
あ
る 。

用
水
の
供
給
は 、

野
村
ダ
ム
の
貯
水
池
内
に
設
置
し
た
取
水
塔
よ
り

約
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ト
ン
ネ
ル

路）

で
吉
田
町
に
導
水
し 、

（
吉
田
導
水

こ
れ
よ
り
南
北
に
分
岐
し
た
幹
線
路
（
約
九
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
〉

に
よ
り

受
益
地
に
配
水

し 、

国
定
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

に
よ
る
散
水
か
ん
が
い
を
行
う
も
の
で 、

取
水
塔
と
幹
線
水
路
の
ほ
と
ん
ど
は
水
道
事

業
と
の
共
同
事
業
で 、

総
事
業
費
（
専
用
施
設
費）

は
約
六
O
七
鰭
円
（
昭
和
五
十
五
年
単
価〉

れ
ら
の
全
体
事
業
す
べ
て
が
完
成
し
て
は
い
な
い
が 、

年
九
月
に
は 、

高知西書留営農地開発事業

お
り 、

完
成
は
平
成
七
年
の
見
込
み
で
あ
る 。

六
十

で
あ
る 。

未
だ、

町
へ
一

部
通
水
が
開
始
さ
れ
て

第五節

〉圃
」幽，
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香川県の土木事業

⑤

高
松
港
玉
藻
地
区
（
港
頭
地
区）
の
開
発

高
松
市
は、
本
州
四
国
の
結
節
拠
点
と
し
て
の
位
置
を
い
か
し、
都
市
機
能
の
集
積
な
ど
に
よ
っ
て
四
国
の
中
枢
機

能
管
理
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
六
十
三
年
四
月
十
日
に
供
用
さ
れ
た
瀬
戸
大
橋
や、
そ
れ
と

一
体
的
に
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
四
国
横
断
自
動
車
道、
さ
ら
に
は
新
高
松
空
港
な
ど
の
広
域
高
速
交
通
体
系
の
整
備

が
推
進
さ
れ
る
に
伴
い、
高
松
市
の
中
枢
性
を
支払え
て
き
た
交
通
条
件
が
大
き
く
変
容
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。
と

く
に、
こ
れ
ま
で
港
湾・
J
R
・
琴
電・
国
道
三
O
号
な
ど
の
交
通
機
能
が
集
中
し
て
き
た
玉
藻
地
区
に
つ
い
て
は
宇

高
連
絡
船
の
廃
止
な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ、
四
国
の
玄
関
口
で
あ
る
同
地
区
の
姿
は
大
き
く
様

変
わ
り
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

ま
た
近
年、
技
術
革
新
の
進
展
と
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
移
行
な
ど、
経
済・
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し、
二
十一

1003 
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1004 

県関係

世
紀
を
展
望
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め、
そ
の
発
展
の
核
と
な
る
新
し
い
機
能
を
も
っ
た
拠
点
づ

第六章

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る。

そ
の
た
め、
五
十
八
年
よ
り
四
省
庁
に
よ
る
備
讃
地
域
整
備
計
画
調
査
を
は
じ
め
と
し、
六
十
二
年
度
ま
で
「
高
松

ポ
l
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
幻
調
査」
及
び
「
高
松
港
頭
地
区
新
都
市
拠
点
整
備
事
業
総
合
整
備
計
画
調
査」
を
行
い、
地

区
の
将
来
像
と
し
て
第一
に、
新
し
い
高
松
の
核
づ
く
り

第
二
に、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
交
通
拠
点
の
整
備

第
三
に、
海
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
ソ
l
ン
の
形
成

第
四
に、
既
成
市
街
地
の
再
開
発
を
目
標
に、
港
湾
機
能
の
再
編
成

・
J
R
な
ど
陸
上
交
通
体
系
の
整
備・
各
種
高
次
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に、
民
間
活
力
を
活
用
し
な

が
ら
こ
れ
ら
の
施
設
な
ど
の
立
地
誘
導
を
図
る
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
計
画
を
踏
ま
え、
高
松
港
の
再
整
備
と
あ
わ
せ
て、
同
地
区
中
心
部
に
位
置
す
る
鉄
道
跡
地
な
ど
も
活
用

し、
既
成
市
街
地
の
更
新
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け、
一
体
的
に
基
盤
整
備
を
行
い、
高
次
の
情
報
機
能・
タ
ー
ミ

ナ
ル
機
能・
業
務
機
能
及
び
文
化
商
業
機
能
な
ど
の
導
入
を
図
り、
官
民一
体
と
な
っ
て
二
十一
世
紀
に
向
け
た
新
た

な
都
市
拠
点
の
形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。
導
入
施
設
と
し
て
は
第一
に、
交
通
拠
点
形
成
施
設
と
し
て、

港
湾・
J
R
・
琴
電・
ポ
1
ト
ピ
ル
・
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
人
工
地
盤
な
ど、
第
二
に
高
次
都
市
機
能
を
備
え
る
情
報

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
複
合
情
報
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ピ
ル
な
ど、
第

拠
点
形
成
施
設
と
し
て

三
に
海
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
l
ン
と
し
て
の
個
性
づ
く
り
の
拠
点
形
成
施
設
と
し
て、
臨
海
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
市
民
広

場・
玉
藻
公
園・
シ
l
フ
l
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
街
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る。

開
発
計
画
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
は、
港
湾
再
開
発
に
関
連
す
る
港
湾
整
備
事
業、
都
市
開
発
に
関
連
す
る
事
業
な

ど、
公
共
主
体
の
事
業
に
よ
っ
て
先
導
的
に
開
発
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が、
巨
額
が
総
開
発
費
を
必
要
と
す

の多
く
は
民
間
主
体
の
開
発
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら、
民
間
活
力
の
導
入
を

ま
た、
こ
れ
ら
の
開
発
は
い
ず
れ
も
早
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が、
開
発
の
熟
度・
開
発
効
果・
実
現
性

・
緊
急
性
を
考
慮
し、
早
急
な
開
発
が
強
く
望
ま
れ
る
も
の
か
ら
段
階
的
な
開
発
を
考
え
る
こ
と
と
す
る。

さ
ら
に、
当
該
地
区
に
関
連
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
テ
ィ
高
松
構
想・
テ
レ
ト
ピ
ア
高
松
構

想・
香
川
田
園
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
な
ど
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
総
合
的
な
地
域
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る。

香川県の土木事業第二節
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香
川
用
水

香
川
用
水
は 、

平
間関
滞
ダ
ム
に
よ
っ

0
0
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
水
の
う
ち 、

香
川

県
に
分
水
さ
れ
る
年
間
二
信
四
七
O
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
農
業
用
水 、

都
市
用
水
と
し
て
利
男
す
る
も
の
で
あ
る 。

香
川
県
は
瀬
戸
内
型
の
混
援
な
気
挟
で
耕
地
が
黒
土
の一一一
0
・

八
%
（
全

国
平
均
一

密
%〉

を
占
め 、

産
業
立
地
に
も
恵
ま
れ
た
位
壁
に
あ
る
が 、

水

不
足
の
た
め
農
業
も
工
業
も
発
展
が
お
く
れ
て
き
た 。

年
間
降
水
量
は
一

既設の水資源鍔発施設第三節

み
出
さ
れ
る
年
間
八
億
六

0
0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

（
四
臨
南
部
は一
ニ
0
0
0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
）

し
か
も
山
が
近
い
た
め
ま
と
ま
っ
た
降
雨
の
時
は
鉄
砲
水
と
な
っ
て
湾
川
を

水

氾
濫
さ
せ 、

卒
天
の
と
き
は
河
川
が
枯
渇
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た 。

問

こ
の
た
め
古
く
か
ら
た
め
池
が
発
達
し
て
ニ
万
カ
所
を
こ
え 、

そ
れ
に
依

番

存
す
る
農
業
用
水
は
全
体
の
七
O
UA
（
全
国
平
均
は
一

八
%）

に
も
上
っ
て

し
た第

二
次
大
戦
後 、

水
資
源
開
発
へ
の
努
力
が
い
ち
だ
ん
と
加
わ
り 、

た
め

池
か
ら
多
目
的
ダ
ム
へ
の
建
設
に
移
行 、

た
め
池 、

ダ
ム
の
総
貯
水
容
量
は

五
O
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
が 、

こ
れ
に
よ
っ
て
県
内
の
水

資
源
は
ほ
と
ん
ど
開
発
さ
れ 、

将
来
の
水
需
要
増
大
に
そ
な
え
る
対
策
と
し

1121 
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吉野JI!総合爵発

て
吉
野
川
か
ら
の
分
水
に
最
大
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た。

種
々
の
調
整
工
作
を
経
て、

四
十
二
年
九
月
に
農
林
省
が
香
川
用
水
事
業
計
画
を
ま
と
め、

四
十一
二
年
八
月
に
厚
生

・

農
林
・

通
産
大
臣
か
ら
事
業
実
施
方
針
が
指
示
さ
れ、

同
十
丹
に
農
林
省
香
川
用
水
農
業
水
利
事
務
所
と
水
資
源
開

発
公
団
香
川
用
水
建
設
所
が
発
足
し、

起
工
式
が
行
わ
れ
た。

事
業
の
概
要
は、

池
田
ダ
ム

い
期
平
均
一
一

1122 

品
開十第

に
取
水
施
設
を
設
け、

か
ん
が
い
用
水
及
び
都
市
用
水
を
あ
わ
せ
て
か
ん
が

・

五
立
方
メ
i
ト
ル
／
秒
（
最
大
一

五
・

八
立
方
メ
ー
ト
ル

／
秒）
、

非
か
ん
が
い
期
五
・

五
立
方

メ
ー
ト
ル
／
秒
（
最
大
六
・

O
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒）

を
取
水
す
る。

こ
の
馬
水
は
阿
讃
山
脈
を
貫
通
す
る
八
キ
ロ
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
香
川
県
財
田
中
に
導
び
き、

こ
こ
か
ら
東
西
に
延

び
る
幹
線
水
路
に
よ
っ
て
東
端
は
大
川
郡
白
鳥
町
奥
池
付
近
（
延
長
七
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、

西
端
は
三
豊
郡
豊
浜
町

姥
ケ
懐
抱
付
近
（
延
長

二
ニ
キ
ロ
メ
i
ト
ル
〉

ま
で
導
水
す
る。

こ
の
水
路
の
う
ち、

取
水
施
設
と
導
水
ト
ン
ネ
ル
及
び
東
部
幹
線
の
財
田
町
か
ら
高
松
市
古
川
ま
で
の
一一一
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
と
高
瀬
支
線
の
上
流
部
は
都
市
用
水
と
の
共
用
施
設
と
し
て
多
目
的
に
使
用
さ
れ、

そ
の
他
の
区
間

は
農
業
用
水
の
専
用
で
あ
る。

幹
線
水
路
は
共
用
区
間
を
水
資
源
公
団
事
業、

農
業
専
用
区
間
を
摺
営、

末
端
支
線
水
路
は
競
模
に
応
じ
て
県
営
ま

た
は
団
体
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た。

幹
線
水
路
か
ら
の
分
水
は
約
一

七
O
地
点
で
行
わ
れ、

農
業
用
水
は
さ
ら
に
支
線
水
路
に
よ
っ
て
水
田
二
万
五

。

O
ヘ
ク
タ
ー
ル、

果
樹
園
五
六
O
O
ヘ
ク
タ
i
ル
に
供
給
さ
れ、

都
市
用
水
も
各
専
用
施
設
を
経
て
県
内
五
甫

二
ハ
町

（
七
O
万
人〉

を
対
象
と
す
る
水
道
用
水
と、

高
松
・

－

詫
間
・

坂
出
・

丸
亀
の
工
業
用
水
乏
し
て
供
給
す
る

も
の
で
あ
る。

四
十
八
年
二
月
に
導
水
ト
ン
ネ
ル
が
賞、
通、

香
川
活
水
通
水
式、
が
行
わ
れ、

始、

五
十
年
四
月
に
香
川
舟
水
管
理
所
が
発
足、

本
格
通
水
が
開
始
さ
れ
た。

以
上
の
よ
う
に
吉
野
川
水
源
開
発
事
業
は
全
殻
的
に
は
顕
調
に
推
移
し、

早
明
浦
ダ
ム
・

池
田
ダ
ム
・

香
川
用
水
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
変
更
が
行
わ
れ
た。

な
お
吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
は
平
成
ニ

八
年
五
月
に
富
郷
ダ
ム
の
追
加
と、

一
月
完
成
を
目
途
に
施
工
中
で
あ
る。

第
四
節

建
設
中
の
水
資
源
開
発
施
設

富
郷
ダ
ム

か
ん
む
り’
や
ま

こ
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
鋸
山
川
は
吉
野
川
の
左
支
川
で、

愛
媛
と
高
知
の
県
堺
に
そ
び
え
る

冠

山

（
擦
高
一

七

に
源
を
発
し、

途
中
で
馬
立
川
な
ど
を
合
流
し
な
が
ら
徳
島
県
三
好
郡
山
城
町
で
吉
野
川
に
合
流
す

キ
ロ
メ
i
ト
ル
で、

流
域
は
四

三
ニ
メ
i
ト
ル
）

る
一

級
河
川
で
あ
る。

流
域
面
積一一
二

六
・

五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、

流
路
六
回
・

国
山
地
の
多
雨
地
帯
の
一

部
に
属
し、

台
風
期
・

梅
雨
期
に
降
雨
量
が
集
中、

年
間
二
五
0
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
す

建設中の水資源開発施設

多
目
的
ダ
ム
の
富
郷
ダ
ム
は、

ダ
ム
地
点
の
計
画
水
流
量一
一一一一
O
O
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
う
ち、

メ
ー
ト
ル
／
秒
の
洪
水
調
節
を
行
い、

上
水
道
用
水
と
し
て
伊
予

一

0
0
0
立
方

山川
之
江
市
に
柳
瀬
ダ
ム
地
点
で
新
た
に
一

万
人
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
取
水
を
可

日
最
大
四
万
五
0
0
0
立
方
メ
！
ト
ル、

工
業
用
水
と
し
て
一

日
最
大

能
と
さ
せ、

発
電
所
で
は
最
大
出
力
六
五
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
う
も
の
で
あ
る。

第四節
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第

満
濃
池

こ
ん

ぴ

ら

ま
ん
の
う
い
け

「
讃
肢
の
金
毘
羅
さ
ん」
（
琴
平
宮〉
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
あ
る
満
濃
池
は
日
本一
の
溜
池
と
し
て
有
名

で
あ
る。
広
さ一
四
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル、
最
大
水
深一
一
メ
ー
ト
ル、
貯
水
量一
五
回
O
万
立
方
メ
i
ト
ル
と
い
う
巨

大
さ
は、
む
し
ろ
湖
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
印
象
で
あ
る。

山
が
浅
く、
降
雨
量
も
少
な
い
讃
肢
は
農
業
海
水
の
確
保
に
常
に
苦
心
し
て
き
た
が、
古
代
の
事
情
も
再
じ
で
あ
っ
た。

こ
の
満
濃
池
は
ひ
で
り
が
続
い
て
水
不
足
に
悩
む
農
誌
の
た
め、
大
宝
年
間
（
七
O

に
讃
岐
国

主臨

も
り

あ

そ
ん

か
い
さ
く

守
朝
臣
が
関
饗
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

池
は
山
林
に
囲
ま
れ、
入
江
が
多
く、

ー
七
O一一一〉

方
が
谷
口
に
な
っ
て
い
る
の
で、
貯
水
最
も
水
深
も
大
き
く、
堤
が
し
ば

し
ば
決
壊
し
て
被
害
を
だ
し
て
い
た
が、
弘
仁
九
年
（
八一
八）
に
大
決
壊
を
お
こ
し
て
中
讃
地
域一
帯
が
泥
海
と
化

し
て
し
ま
っ
た。

朝
廷
で
は
弘
仁
十

集
ま
ら
ず、

み
も
の
は
ま
つ
ぐ

年
に
築
池
使
路
浜
継
を
派
遣
し
て
修
復
に
当
た
ら
せ
た
が、
技
術
的
困
難
に
加
え
て
入
手
が

全
く
は
か
ど
ら
な
か
っ
た。

思
い
あ
ぐ
ね
た
讃
岐
国
可
清
原
夏
野
は、
讃
岐
出
身
の
名
僧
空
海
（
弘
法
大
部〉
に
工
事
監
替
を
命
じ
ら
れ
る
よ
う

朝
廷
に
要
請
し、
弘
仁
十
二
年
四
月、
空
海
は
務
築
別
当
と
し
て
讃
岐
に
下
っ
た。
日
本
賄容一一日
宗
の
開
祖、
万
読
の
天

才
と
し
て
そ
の
高
名
は
郷
土
に
も
鳴
り
ひ
び
い
て
い
た
か
ら、
民
衆
は
歓
喜
し
て
作
業
奉
仕
に
集
ま
り、
労
働
力
の
不

足
は
た
ち
ま
ち
解
消
し
た。

空
海
は
地
畔
に
壌
を
た
て
て
神
仏
の
加
護
を
耕
り、
唐
留
学
中
に
修
め
た
最
新
の
土
木
工
学
を
駆
使
し
て
修
築
設
計
1209 
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と
工
事
監
叔留
に
あ
た
り 、

さ
し
も
の
難
工
事
も
僅
か一一一
カ
月
で
完
成
し
た 。

そ
の
後
三
三
年
を
経
た
仁
寿
元
年
（
八
五
一
〉

秋 、

大
雨
続
き
で
池
水
が
あ
ふ
れ
で
堤
防
が
流
失 、

↓
た
が 、

以
来
し
ば
し
ば
決
壊
し 、

長
麿
年
間
（一
O一一一
七

三
O
四
O〉
に
は
大
破
し
て
容
易
に

宿
さ
れ
ず
荒
廃

す
る
ま
ま
と
な
り 、

そ
れ
以
後
乾
上
が
っ

た
地
底
に
集
落
が
で
き 、
「
池
内
村」
と
よ
ば
れ
る
に

満濃池第三章

い
る 。

1210 

年
に
修
築

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

そ
の
後
満
濃
池
は 、

江
戸
時
代
の
寛
永
年
間
（
二ハ
二
回
（〉一

六
四
四）

再
興
さ
れ
る
ま
で
少
く
と
も
四
志
O
年
に

わ
た
っ

て
廃
絶
状
態
に
な
っ

た 。

寛
永

〈一
六
二
八〉 、

讃
岐
生
駒
落
田
代
藩
主
高一
俊
の
時
代
に
築
撲

の
名
人
西
島
八
兵
痛
に
よ
っ

て
修
復
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り 、

た

八
兵
衛
は
堰
堤
を
つ
ぶ
さ
に

堤
防
の
基
底
部
分
に
は 、

松
の

で

い
籍
状
に
つ
く
っ

た
底
樋
が
約

一
一
七
O
メ
i
ト

ル
埋
め
ら
れ
て
お
り 、

池
の
内
側
に
思
す
る
一
端
は

を
も
っ

て
開
閉
で
き
る
よ
う
に
し
て
、あ
っ

た 。

ま
た
堤
の
内
側
の
渚
岸
か
ら
傾
斜
に
沿
っ

て
監
揺
が

止
、
戸
、
仰
り

端
は
一
番一
播
の
と
こ
ろ
で
底
樋
に
接
触
し
て
い
る 。

そ
し
て
都
合
五
つ
の

め
ら
れ 、

そ
の

識
の
下
に
は
水
を
池
外
に
放
出
す
る
水
口 、
が
あ
っ

た 。

題
管
は
す
べ
て
木
造
の
た
め
年
月
を
経
る
に
し
た
が
っ

て
腐
朽
す
る
の
で 、

こ
れ
ま
で
の
修
築
の
さ
い
に
は

の
中
央
部
を
切
り
ひ
ら
い
て
取
り

替
え 、

土
を
再
び
壊
め
も
ど
す
た
め 、

新
沼
の

の

生
じ
て
ゆ
る
む
こ
と
に
な
っ

た 。

堤
が
高
い
か
ら
そ
の
ひ
ず
み
は
さ
ら
に
強
ま
り 、

そ
の
結
果 、

再
び
破
損
決
壌
を
ま

ね
き 、

そ
の
う
え
木
鑓
の
黒
田
に
沿
っ
て 、

水
深一一一
0
メ
ー
ト

ル
を
こ
え
る
深
部
か
ら
の
巨
大
な
水
庄
が
か
か
っ
て
く

る 。

し
か
も
水
圧
を
受
け
る
延
長一
一
七
0
メ
ー
ト

ル
の
成
鑓
は
粘
土
の
な
か
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で 、

修

そ
う
し
た
技
術
的
困
難
を
克
服
し
て 、

築
の
さ
い
埋
め
も
ど
し
が
完
成
す
る
ま
で
の
関
に
か
な
り
の
ひ
ず
み
を
生
じ 、

無
理
な
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る 。

の
菅
か
ら
大
壊
堤
を
百
数
十
年
間
も
維
持
し
た
設
計
・

施
工
技
術
は
驚

く
べ
き
も
の
で、

人
兵
痛
も
先
人
の
叡
智
と
労
苦
に
感
じ
入
っ

た
と
い
う 。

寛
永
の
務
築
の
あ
と
約
十
年
毎
に
底
樋
を
半
分
ず
つ
敢
り

蓄
え 、

幕
末
ま
で
の
約
二
二
0
年
間
に
二
四
回
の
取
り

替

え
工
事
を
行
っ
て
い
る 。

お
蔭
で
こ
れ
に
よ
り

池
は
無
事
に
保
守
さ
れ
て
い
た
が 、

嘉
永
二
年
（一
八
四
九）
の
改
修

に
当
た
り 、

木
樋
を
腐
朽
の
つ
ど
取
り

替
え
る
の
は
自
費
を
要
す
る
た
め
不
経
済
と
考
え
石
造
に
か
え
る
こ
と
が
得
策

と
い
う
意
見
に
よ
っ
て 、

石
材
で
底
騒
を
つ
く
っ

た 。

こ
れ
が
好
結
果
を
み
た
の
で 、

嘉
永
六
年
に
残
り

半
分
も
石
造
に
し 、

安
政
元
年
（一
八
五
四）
に
完
成
し
た 。

し
か
し
そ
の
年
の
地
震
で 、

樋
の
側
面
が
ひ
び
割
れ
し 、

や
が
て
池
の
水
が
漏
水
し
た 。
こ
の
修
理
中
に
大
雨
が
あ

り 、

突
然
堤
防
が
く
ず
れ
て
水
が
流
出
し 、

水
田
は
水
浸
し
と
な
り 、

大
損
害
を
被
っ

た 。

そ
れ
以
後 、

た
び
た
び
鯵

築
の
相
談
は
さ
れ
た
が 、

地
は
旧
幕
府
（
天
領〉

と 、

高
松
・

丸
亀・
多
度
津
三
藩
の
四
つ
の
領
地
に
ま
た
が
り 、

そ

の
う
え
幕
末
の
混
乱
の
時
代
で
あ
っ

た
た
め 、

各
藩
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
も
な
く 、

こ
の
間
農
民
は 、

水
害
や
水
不
足
に
大
き
な
苦
し
み
を
受
け
て
き
た 。

満濃池

一
四
年
間
過
ぎ
て
し
ま
っ

た 。

第三章

以
来
十
数
年
間
廃
池
の
ま
ま
だ
っ

た
が 、

擾
井
村
の
豪
農
長
谷
川川
佐
太
郎
は 、

こ
れ
を
憂
慮
し 、

明
治
維
新
に
な
る

と 、

好
機
到
来
と
京
都
に
の
ぼ
り 、

な
ん
ど
も
太
政
官
に
嘆
願
し
た 。
こ
れ
が
功
を
奏
し
て 、

明
治
元
年
九
月 、

修
築

の
許
可
が
お
り
た 。

佐
太
郎
は
私
財
を
投
じ
て 、

東
奔
西
走
し
て、
藩
論
の
一
致
に
つ
と
め
た 。

多
度
津
藩
は 、

分
水
の
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満濃池

必
要
が
な
い
と
い
う
理
由
で
辞
退
し 、

高
松
・

丸
亀
時
藩
が 、

主
と
し
て
修
築
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た 。

高
松

蕃
の
執
政
松
崎
渋
右
衛
門
は 、

実
地
調
査
を
し
た
結
果 、

治
の
西
す
み
が
自
然
の
岩
盤
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し 、

こ
こ

に
樋
管
を
掘
っ
て 、

放
水
路
を
つ
く
る
妙
案
を
思
い
つ
い
た 。

明
治
二
年
八
月 、

高
松
審
か
ら
代
官
平
尾
弥
三
左
衛
門 、

丸
亀
藩
か
ら
普
請
事
行
桜
井
孫
右
諾
門
ら
が
出
張
し
て
工
事
に
着
手
し
た 。

放
水
路
工
事
は 、

池
の
内
外
か
ら
穴
を
掘
り

進
め
て 、

中
心
で
相
通
じ
る
作
業
で
あ
っ
た 。

翌
年一一一
月 、

見
事
に
縦

三
尺
五
寸
（
一
・

O
六
メ
ー
ト

ル
）

横
三
尺
（
0
・

九
メ
ー
ト

ル
〉 、

長
さ一一一
O
間
五
尺
（
五
六
・

一

メ
i
ト

ル
〉

の 、

放
水
路
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た 。

技
術
が
ま
だ
幼
稚
な
時
代 、

竪

民
み
な
感
嘆
し
て
た
い
へ
ん
喜
ん
だ
と
い
う 。

堤
防
は
同
年
二
月
か
ら
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穴
を
あ
け
る

成
功
し
た
こ
と
を
官

し 、

高
さ

三
間
（
約
二
四
メ
i

ト
ル
〉

長
さ
四

（
約
八
三
メ
ー
ト

ル
）

を 、

六
月
に
完
成
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る 。

満濃油

そ
の
と
き
の
工
事
費
の
概
要
は 、

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た 。

総
工
費
四
O
七一一一
円
一

銭
六
毛

米

六
九
石
七
斗
ニ
升
七
合

丸亀平野の親池

人
足

四
万一

五一

人
間
歩

大
正
三
年
に
木
鑓
の
全
て
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
花
山間
岩
に
替
え 、

新
た
に
配

水
容
を
設
け
た 。

tま

こ
れ
に
よ
っ
て
近
代
的
な
た
め
池
と
し
完
成
・

安
定
し
た
が 、

堰
堤
構
造

一一一
O
O
年
前
の
寛
永
修
築
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た 。

と
く
に 、

池
堤
の
勾
寵
（
額
斜
度〉

を
内
剣一一一
O
% 、

外
側
二
O
%
以
上

と
し
た
こ
と
や 、

堤
を
直
線
的
に
せ
ず
渓
谷
の
両
岸
を
巧
み
に
利
用
し
て
間
み
堤
の
よ
う
に
内
方
に
湾
曲
さ
せ
て
い
た

点
な
ど 、

西
島
八
兵
衛
の
傑
出
し
た
土
木
力
学
的
手
腕
が
改
め
て一
評
価
さ
れ
た 。

さ
ら
に
貯
水
量
の
増
加
を
図
る
た
め
昭
和
十
六
年
か
ら
堤
防
を
六
メ
ー
ト

ル
も
嵩
上
げ
す
る
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た

が 、

太
平
洋
戦
争
に
突
入 、

や
が
て
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
工
事
は
中
断
さ
れ
た 。

終
戦
後
に
工
事
が
再
開
さ
れ 、

着
工
以
来 、

一

八
年
目
の
昭
和一一一
十
四
年
に
完
成 、

貯
水
量
は
七
五
O
万
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
一

五
回
O
万
立
方
メ
ー
ト

ル
と
一

挙
に
倍
増
し 、

コ一
七
O
O
ヘ

ク
タ
ー

ル
の
広
大
な
水
田
を
潤
す
こ
と
に

な
っ
た 。

こ
の
嵩
上
げ
の
大
工
事
は 、

後
の
「
香
川
用
水」

ほ
ど
一

般
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
が 、

資
材 、

人
力
と
も
麗
度
に
不
足
し
た
戦
中 、

戦
後
の
関
難
な
条

件
を
克
服
し
て
達
成
さ
れ
た
韓
業
で 、

食
糧
増
産
が
一金
上
命
題
だ
っ
た
当
時 、

す

き

こ
ぶ
る
大
き
く
寄
与
し
た 。

峨

毎
年 、

田
植
時
の
六
丹
十
七
日
に
行
わ
れ
る
水
門
の
放
水
行
事
は
「
ユ
ル

抜

蹴

き」

と
よ
ば
れ 、

農
作
祈
願
の
犠
式
で
も
あ
っ
て 、

遠
近
か
ら
見
物
客
が
参
集
し 、

溝

讃
紋
の

の
黒
物
詩
と
な
っ
て
い
る 。

満
濃
池
は 、

か
ん
が
い
用
水
と
し
て
の
効
用
の
み
な
ら
ず 、

周
閤
の
山
な
み
を

満濃池

映
し
た
風
景
の
美
し
さ
に
よ
っ
て
観
光
的
な
価
値
も
高
い 。

昭
和
証
十
九
年
に
四

国
最
初
の
国
営
公
留
に
指
定
さ
れ 、

席、
辺
整
備
が
進
ん
で
い
る 。
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